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支

茨
城
県

連ど

出
車

年
明
け
の
去
る

1
月

H
日
、
昭
和
田
年
度
茨
城
県
ば
ら
章
ほ
う
章
式
典

が
水
戸
市
「
と
き
わ
荘
」
で
開
催
さ
れ
、
当
町
か
ら
大
洗
本
場
磯
節
保
存

会
が
受
章
し
、
竹
内
知
事
か
ら
小
野
瀬
薬
作
副
会
長
に
褒
状
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
か
真
の
豊
か
さ
を
求
め
る
県
民
運
動
ゲ
の
一
環
と
し
て
、
景
か

な
郷
土
づ
く
り
の
た
め
に
地
道
な
努
力
を
重
ね
て
い
る
団
体
に
対
し
て
贈

ら
れ
る
褒
賞
で
、
県
花
に
ち
な
ん
で

n
パ
ラ
賞
H

と
名
付
け
ら
れ
て
い
ま

す。
毎
朝
配
ら
れ
る
新
聞
の
社
会
面
に
は
相
も
変
ら
ず
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦
後
、
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
た
経
済
社
会
の
陰
に
、

社
会
的
ひ
ず
み
と
し
て
い
ろ
い
ろ
と
嫌
な
問
題
が
表
面
化
し
、
そ
の
対
応

が
大
き
く
さ
け
ば
れ
て
い
ま
す
。

地
域
や
近
隣
社
会
な
ど
で
の
連
帯
や
暖
か
い
心
の
交
流
を
求
め
る
声
、

或
は
、
地
域
住
民
の
新
ら
し
い
生
き
が
い
や
心
豊
か
な
地
域
社
会
の
笑
現

を
期
待
す
る
声
等
に
、
こ
れ
ら
の
声
が
充
満
す
る
中
で
、
例
え
小
さ
な
行

為
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
に
つ
な
が
る
道
を
黙
々
と
努
力
し
歩
む
、
グ
ル
ー
プ

や
人
々
が
大
勢
い
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

今
度
、
当
町
か
ら
受
章
し
た
大
洗
本
場
磯
節
保
存
会
(
石
井
カ
会
長
・

会
員
削
名
)
の
方
々
も
、
そ
う
い
っ
た
中
の
一
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
人
々

で
す
。当

町
の
伝
統
的
郷
土
芸
能
で
あ
る
か
磯
節
。
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
人
達

に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
保
存
会
で
は
現
在
、
会
活
動
と
し
て
月
に

3
図
程

度
、
う
た
・
踊
り
・
三
味
線
・
太
鼓
・
尺
八
等
各
部
門
毎
に
練
習
会
を
開

く
ほ
か
、
年
に

2
回
の
発
表
会
や
町
の
ま
つ
り
の
磯
節
パ
レ
ー
ド
等
に
参

加
し
、
芸
の
練
磨
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
外
、
対
外
的
活
動
と

し
て
大
洗
1
中
や
大
洗
高
校
の
生
徒
達
に
対
す
る
毎
週
l
聞
の
指
導
、
或

い
は
県
内
外
の
各
種
団
体
か
ら
の
要
請
に
よ
り
現
地
に
お
も
む
き
、
実
演

披
露
を
行
な
い
各
地
で
好
評
を
博
し
、
磯
節
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

磯
節
保
存
会
の
み
な
さ
ん
、
今
後
一
層
の
ご
精
進
と
ご
活
躍
を
心
か
ら

期
待
い
た
し
ま
す
。

》い

(
ほ
う
賞
を
受
け
る
代
表
者
)

(
F
じ
て
保
存
し
ま
し
ょ
う
)

みんなが参加し、みんなが平等に

暮らせるよりよい社会づくりを

国
際
障
害
者
年
の

シ
ン
ボ
ル
マ

i
ク

…
2
人
の
入
院
が
連
帯
し
て
手

…
を
と
り
合
い
、
平
等
の
立
場
口

一
か
ら
支
え
あ
っ
て
い
る
姿
を
口

‘
表
現
し
て
お
り
、
平
等
・
希
一

望
・
支
援
を
表
し
て
い
ま
す
。

一
問
題
の
糞
は
、
関
連
の
紋
章
一

日
の
一
部
で
す
。

わ
が
閣
で
は
、
約
三
百
五
十
万
人
以
上
の
人
が
心
身
に
降
客
を
も

っ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

態
窓
口
者
と
は
、
病
気
あ
る
い
は
事
故
な
ど
の
た
め
に
身
体
的
・
精

神
的
な
機
能
が
損
な
わ
れ
、
自
分
自
身
で
は
通
常
の
畑
山
人
生
活
や
社

会
生
活
を
完
全
に
、
ま
た
は
部
分
的
に
行
え
な
い
人
を
い
い
ま
す
。

わ
が
国
に
は
、
大
き
く
分
け
て
身
体
障
害
者
約
二
百
十
万
人
、
精

神
薄
弱
者
約
凶
十
万
人
、
精
神
様
害
者
約
百
万
人
i
ー
ー
の
際
害
者
が

い
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
均
券
ム
叩
が
延
び
、
高
齢
化
社
会
が
進
む
に
つ
れ
て
脳
卒
中

の
後
遺
症
な
ど
に
よ
る
障
害
者
が
増
え
る
と
と
も
に
、
交
通
事
故
や

労
働
災
害
主
ど
に
よ
る
跨
害
者
が
年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
だ
れ
も
が
跨
害
者
に
な
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
1
1
i

と
い
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
障
害
者
問
題
は
、
単
に

俸
害
を
も
っ
人
だ
け
で
な
く
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
自
分
自

身
の
問
題
と
し
て
理
解
し
、
幅
広
い
社
会
的
な
連
帯
意
識
を
も
っ
て

解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

昭
和
五
十
六
年
1
1
1今
年
は
「
国
際
燈
害
者
年
」
で
す
。

昭
和
五
十
一
年
の
田
制
連
総
会
で
決
定
さ
れ
た
世
界
的
規
模
の
行
動

で
、
テ
ー
マ
は
、
障
害
を
も
っ
人
の
社
会
へ
の
「
完
全
参
加
と
平
等
い

で
す
。障

害
を
も
っ
人
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
、
み
ん
な
が
参
加

し
、
み
ん
な
が
平
等
に
暮
ら
せ
る
よ
り
よ
い
社
会
づ
く
り
を
し
よ
う

と
い
う
年
l
l
l
「
国
際
障
害
者
年
い
に
当
た
っ
て
、
み
ん
な
で
考
え
ま

ー
し
ト
i

ゅ
よ
ノ
。

日
本
三
大
民
謡
の
一
つ
「
磯
節
」
の
普

及
と
保
存
伝
ゑ
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

に
昨
年
度
第
一
回
磯
節
全
国
大
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
カ
本
年
度
も
次
の
通

り
開
縫
い
た
し
ま
す
。

。
主
催
磯
節
全
匝
大
会
実
行
委
員
会
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16 
日

16 
日

ら
3 

一
般
の
人
の
場
A
又
給
与
所
得
以
外
の
人
)

昭
和
田
年
中
に
営
業
、
農
業
、
そ
の

他
の
事
業
、
利
子
、
配
当
、
不
動
産
、

日
雇
給
与
、
譲
渡
所
得
、
一
時
所
得
、

山
林
所
得
、
雑
所
得
な
ど
の
あ
っ
た
人

給
与
所
得
者
の
場
合

期日
"与" 

場

2月18日付4 :ie清水宅(明神町 7区)

AM9.00-PM4.00 滋野建石油1苫(明神町 8区の 1) 

{中産車庫(1丁目 2区)

2月19日制 消防閉第 4分団詰所(祝町 2区の 1) 

品目 00-開4.00 大洗町水道事務所(新町 7区)

2月20日在的 天王下関根毛(永阿 9区)
AM9.00-円，14日日 小野瀬健児宅(髭釜町 4区)

2月23日( 釜会館(髭釜匝J9区)
AM9.00-PM4 

2月24日(火) 青年研修所(蔵前4[互)ド?…4∞
月25日かぬ 井上直宅(南清水 21R)

AM9.00-PM4.00 

2月268附 神山公民舘(神山)
AM9.00-PM4.00 松)11公民銭(松川第一)

2月278幽 農業会舘(上箔)
AM9.00-附4.00 米川栄一宅(下街)

あ

画
す
る
こ
と
や
、
健
康
づ
く
り
の
集
い

の
開
催
等
に
よ
り
住
民
が
積
極
的
に
参

加
で
き
る
健
康
展
、
講
演
会
な
ど
開
催

し
て
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
知
識
や

思
想
の
普
及
を
図
る
も
の
で
す
。

大
洗
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
委

員
に
委
嘱
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り

で
す
が
、
明
る
い
健
康
で
す
ご
や
か
な

大
洗
の
町
づ
く
り
に
今
後
の
活
躍
を
期

待
し
ま
す
。

大
洗
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

(
敬
称
略
)
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委
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委
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本根川

毒事議官昭和56年 2月1日

給
与
所
得
の
外
に
、
地
代
、
家
賃
、

利
子
、
配
当
、
農
業
、
譲
渡
、
一
時
所

得
な
ど
の
あ
っ
た
人
。

申
告
玄
関
の
受
付
け
は

本
年
度
も
役
場
税
務
課
で
行
な
、
つ
ほ

か
、
町
内
H
ヶ
所
の
出
張
受
付
会
場
で

行
な
い
ま
す
か
ら
御
利
用
下
さ
い
。

出
張
受
付
け
の
日
程
と
会
場
は
別
表

の
と
お
り
で
す
。
期
間
中
は
役
場
が
混

雑
い
た
し
ま
す
の
で
、
近
く
の
出
張
受

付
け
会
場
を
御
利
用
下
さ
い
。

な
お
、
申
告
時
は
次
の
書
類
を
必
ず

持
参
頼
い
ま
す
。

①
健
康
保
険
税
の
領
収
書
又
は
証
明
書

②
由
一
民
年
金
の
領
収
書
又
は
証
明
書

③
生
命
保
険
の
領
収
書
又
は
一
証
明
書

④
支
払
医
療
費
の
領
収
書

⑤
印
鑑

⑤
障
害
者
の
場
合
(
障
害
者
予
綬
)

けあい運動

昭和55年農

議来た

「
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
明
る
い
お
正
月

を
迎
え
ま
し
ょ
う
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
歳
末
助
け

合
い
運
働
は
、
昭
和
田
年
も
町
民
の
皆

様
か
ら
媛
か
い
ご
協
力
を
頂
き
《
総
額

二
百
二

O
四
千
八
四

O
円
の
多
額
の
義

損
金
が
ょ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

義
援
金
は
、
町
内
の
生
活
困
窮
世
帯
、

母
子
世
帯
、
夜
宅
重
一
度
身
心
障
害
児
、

老
人
間
窮
世
帯
、
老
人
ホ

l
ム
入
所
者
、

児
支
養
護
施
設
入
所
者
の
方
々
へ
民
生

児
童
委
員
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
配
分

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
運
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

皆
様
方
に
配
分
完
了
の
ご
報
告
を
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
町
民
の
皆
様
方
に
も

今
後
運
動
に
ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

あ
な
た
が
納
め
た
圏
民
年
金
の

保
険
料
は
所
得
か
ら
控
除
グ
・

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
社
会
保
険

料
控
徐
と
し
て
、
所
得
か
ら
差
し
引
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

あ
な
た
が
納
め
た
保
険
料
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
配
偶
者
や
家
族
の
分
の
保

険
料
を
あ
な
た
が
支
払
っ
た
場
合
、
そ

の
年
に
支
払
っ
た
金
額
が
所
得
か
ら
控

除
さ
れ
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
の
際
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
町
県
民
税
の
申
告
を
す
る

時
に
も
、
あ
な
た
が
昭
和
五
十
五
年
一

月
か
ら
十
二
月
ま
で
に
納
め
た
留
民
年

金
の
保
険
料
が
控
除
の
対
象
に
な
り
ま

す
。
申
告
を
す
る
時
に
領
収
書
等
を
提

示
し
て
所
得
か
ら
控
除
し
て
も
ら
い
ま

い番手附者名簿日富

明 手口 会

員巴回三男l11l

明石保育題児一 i司

祝町小学校児童会

滝口保育関父母の会

涛 友会

海のこどもの盟

主Z 梅小学校

第 一 中 学 校

前原住宅 3 区

大賞婦人会

水戸信用金韮笹

本 豊富 久 効

常陽銀行大洗支庖

石山 修

前島友三

小神野 ま つ

茂木清文

恵泉保育園母の会

主主泉保育溜職員一同

大貫恵泉教会

みとや洋品広

一友会

大洗南中学校

桜庭耕一

明神町太陽子供会

夏海幼稚 i覇

松 寿会

王室海婦人会

水島 香

神山寿会

明寿会

役場税務課

A 

寝 具 ・ 衣 類28点

(敬称聞各・単位向)

名者F甘

今
年
も
確
定
申
告
と
町
県
民
税
の
申

告
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

所
得
税
の
確
定
申
告
、
前
町
県
民
税
の

申
告
は
、

3
月
訪
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
必

要
の
な
い
人
で
も
、
町
四
市
民
税
の
申
告

を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

人
は
、

2
月

褒

同
日
か
ら
3

程

月
日
日
ま
で
日

に
、
役
場
税
酎

務
課
、
又
は
島
田

次
の
各
出
張
紳

受
付
け
会
場
野

で
申
告
し
て
県

下

さ

い

。

自

こ
ん
な
人

は
申
告
を
。

寄

}
レ
ト
4
0

、「ノ。

大す

国
民
年
金
の

請
求
は
早
め
に
N
H
h

F守

松
大
洗
町
磯
浜
町
二
二
一
四
一
九

一
ゐ
光
造
園郡

司
光
男
澱

門
松
一
対
を
老
人
憩
の
家
に
寄

附
さ
れ
ま
し
た
。

国
民
年
金
を
受
け
る
資
格
が
で
き
て

も
、
年
金
は
受
け
る
ご
本
人
が
請
求
し

な
い
と
、
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

も
し
、
あ
な
た
が
次
の
ど
れ
か
に
該

当
す
る
と
忍
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
役

場
年
金
係
に
照
会
し
て
早
め
に
議
求
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

O
六
十
五
オ
に
な
っ
た
と
き
:
:
・

老
齢
年
金
・
通
算
送
齢
年
金

O
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
:
:
:
:

障
答
年
金

O
母
子
家
庭
に
な
っ
た
と
き
:
:
:

母
子
年
金

O
祖
母
と
孫
の
z
家
庭
か
、
姉
と
弟
妹
の

家
庭
に
な
っ
た
と
き
・
:
・
.

準
母
子
年
金

O
孤
児
に
な
っ
た
と
き
:
:
:

遺
児
年
金

。
寡
婦
に
な
っ
た
と
き
:
:
:

寡
婦
年
金

めま納。
まだ期屈
し納、限民
よめは年
うて、金
。し、ニニグ〉

な月保
いこ険
方十料
l立 l¥グ〉
、日第

竿で四
めす期
に。分

納め

事量

10，000 

10，000 

8，610 

7，905 

7，011 

7，000 

6，386 

6，229 

6，000 

6，000 

5，991 

5，500 

5，000 

5，000 

5，000 

5，000 

5，000 

5，000 

5，000 

5，000 

5，000 

5，000 

5，000 

4，542 

4，020 

3，700 

3，4日2

3，000 

3，000 

2，261 

2，000 

2，000 

1，850 

300 

石 田 和 男，鈴木徳之助
佐久間勝吉

大洗町民生委貝協議会

那須与一会

大洗コ頃ノレ 7 クラブ従業貝

原研独身寮

大洗菓子組合

清 聖子 寿 子

岩城印刷戸斤

荻沼政太郎

明正会

大 洗 町学校薬剤師会

大洗 薬 業 会

育川 賢 一 郎

岩瀬寅次郎

大洗町身体障害者循祉協会

原図 締

茨交大洗ホテノレ

北清水 1 区町内会

吉 本清輝

治気豊 富 剣 道 少 年 図

渦 潮会

高橋兼音

大 洗 製 ノマン協同組合

大 洗 ク ソキングセンタ一

大 洗 田 了選挙管理委員会

一 五会

二二 一 陸 会

深 作てる
大 洗 町 青少年センター棺談員
連 絡協議会
f命理研究所磯浜実渡部
朝 起き会
大扇会

中 山光明

わ んさ会

田 中正一

明 石ウタ

金名者!府芸子吉買

19，280 

17，500 

17，400 

14，263 

12，913 

10，000 

10，000 

10，000 

10，000 

10，000 

10，000 

10，000 

10，000 

10，000 

10，000 

10，000 

10，000 

10，000 

10，000 

10，000 

10，000 

10，000 

10，000 

10，000 

10，000 

10，000 

10.000 

10，000 

10，000 

10，000 

10，000 

10，000 

10，000 

10，000 

10，000 

荒洗荒磯会

大洗飲食庖組合

かまや関根富三郎

大洗土木協会

(合資)大 進

大洗米穀小売商組合

大 洗 親 交 ク ラ 7ブ
e 

大 洗 匝 町Ji溜商類員妓反売業組合

動 燃 大 洗ヱ学セン夕一

日本原子力研究戸所斤大洗研究所

乾 会

商光院程榎霊徒一 i向司

大洗ライオンズクラ 7プ
や

大 洗 遊 技 場 紐 合

大 洗 ロ 夕リ一クラブ

磯 浜 小 学 校

大貫小学校
動 燃 大2洗先エ学センタ 背安嬬帝.
嫡 人 壬骨子 会

東 宏金

磯浜婦人会

大 i洗 洗 丸 鮮 組 合

ひじり保脊函父母の会

臼 野 t治 古 旅 館

備伺7 問安運送

角 一 親 交

大洗匝町T商ヱ会背年音部5 
飛厨芽雄

" 7 レ キ ン 米 菓

与左エ門街庖

大洗たばこ小売組合

大 洗 清 掃 協 同 組 合

恵泉保育廓

大 洗 ク リ ユ ン グ 組 合

大洗サーピス会

滝 口 保 育 園

金名者附寄額

108，170 

101，000 

100，000 

100，000 

100，000 

72，000 

70，000 

70，000 

67，610 

59，084 

53，400 

50，000 

50，000 

50，000 

50，000 

42，633 

38，833 

38，210 

35，870 

31，262 

30，000 

30，000 

30，000 

30，000 

30，000 

29，615 

24，000 

20，000 

20，000 

20，000 

20，000 

20，000 

20，000 

20，000 

20，000 

金

久保木まつ

写真は、太極砲一門(水戸市指定文化財)

最
近
、
我
が
国
で
は
、
人
口
の
老
令

化
、
栄
養
の
不
適
切
な
摂
取
運
動
不
足

な
ど
に
伴
う
、
肥
満
、
貧
血
、
各
種
成

人
病
な
ど
の
増
加
が
大
き
な
社
会
的
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
と
い
う
認

識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
各
人
が
臼
常

生
活
に
お
い
て
栄
養
、
運
動
、
休
養
の

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
を
基
調
と
し
て

住
民
に
密
着
し
た
総
合
的
健
康
づ
く
り

対
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
学
校
、
関
係
団
体
や
地
区
組
織
、

医
師
会
等
の
代
表
者
に
よ
っ
て
構
成
し
、

町
民
全
体
の
健
康
づ
く
り
や
予
防
等
を

推
進
す
る
推
進
カ
と
し
て
、
去
る
ロ
月

口
日
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
の
健
康
、
つ
く
り
推
進
協
議
会
は
、

町
が
行
な
う
各
種
健
康
診
査
事
業
、
健

康
診
査
事
業
、
健
康
相
談
、
保
健
栄
養

指
導
、
食
生
活
改
善
、
衛
生
組
織
の
育

成
、
健
康
教
育
等
健
康
づ
く
り
の
た
め

の
方
策
を
体
系
的
、
総
合
的
に
審
議
全

〔
町
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ
}

八
月
二
十
日
か
ら
間
二
十
六
日
の
問
、
松
平
頼
徳
は
、
那
珂
川
を
利
用
し
て

水
戸
城
の
東
に
あ
た
る
細
谷
村
に
あ
っ
た
、
砲
術
訓
練
所
の
神
勢
館
に
移
っ
た
。

こ
の
館
に
詰
め
て
い
た
役
人
は
、
藩
、
玉
名
代
の
頼
徳
に
協
力
的
で
あ
っ
た
た

め
、
減
兵
の
諸
生
党
と
の
対
戦
に
有
利
な
拠
点
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
大
賞
村

の
打
越
定
(
貞
)
介
が
館
に
詰
め
て
い
た
と
記
録
に
あ
る
。

頼
徳
は
、
入
城
を
再
び
阻
止
さ
れ
た
た
め
、
武
力
を
行
使
し
、
域
兵
と
城
下

の
下
町
一
帯
で
対
戦
し
た
。
し
か
し
、
二
十
三
日
に
は
、
争
乱
鎮
圧
に
出
陣
し

た
幕
府
軍
が
水
戸
城
に
入
城
し
た
た
め
、
対
戦
は
不
可
能
と
湊
に
撤
退
を
始
め

た

祝
町
に
田
中
悪
蔵

九
月
一
日
、
筑
波
山
に
挙
兵
し
た
天
狗
党
の
な
か
で
も
激
派
で
あ
っ
た
問
中

思
蔵
の
隊
が
、
湊
に
来
た
。
こ
の
こ
ろ
は
、
幕
府
の
常
野
追
討
軍
総
括
一
出
沼
郡

尊
の
指
命
に
よ
っ
て
、
各
地
で
の
天
狗
討
伐
が
強
化
し
、
諸
天
狗
勢
は
安
全
な

土
地
を
求
め
て
、
磯
浜
や
湊
に
参
集
し
だ
し
た
。
田
中
隊
は
、
同
B
祝
町
に
移

き
れ
、
渡
船
場
の
警
備
を
担
当
し
た
。
そ
れ
が
あ
ま
り
に
も
厳
し
く
、
多
様
な

集
団
の
集
ま
り
で
あ
っ
た
天
狗
党
の
内
部
か
ら
批
判
が
で
て
意
見
の
対
立
が
あ

っ
た
り
、
兵
糧
の
不
足
も
あ
っ
て
、
田
中
隊
は
七
B
に
多
賀
郡
方
面
に
移
動
し

た。
一
一
一
日
に
は
、
磯
浜
に
い
た
筑
波
勢
が
平
磯
に
移
ザ
、
そ
の
肪
備
が
ゆ
る
ん
だ

こ
と
も
あ
っ
て
、
追
討
箪
の
作
戦
行
動
が
は
げ
し
く
な
っ
た
。
四
日
の
夜
半
、

反
応
を
試
す
か
の
よ
う
に
、
平
一
戸
か
ら
磯
浜
に
砲
撃
が
あ
っ
た
。



昭和56年 2月1日

大洗軒高工会青年部

弘、らあ議話幸吉

当
青
年
部
が
中
心
と
な
っ
て
「
町
民
の

神
輿
と
太
鼓
」
の
荒
磯
会
を
結
成
し
、

町
の
主
要
行
事
に
参
加
披
露
し
、
町
民

の
み
な
さ
ん
に
感
動
を
与
え
、
今
で
は

町
の
新
名
物
と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
夏
の
観
光
客
の
た

め
の
「
広
告
祭
磯
節
盆
踊
り
大
会
」
、

秋
の
商
工
産
業
祭
に
お
け
る
「
お
祭
り

広
場
」
の
開
催
、
更
に
は
町
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
献
血
運
動
や
町
の
夏
期
青

少
年
指
導
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
対

す
る
協
力
等
々
、
巾
広
い
活
動
を
行
な

い
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。

今
回
、
こ
れ
ら
の
実
積
が
認
め
ら
れ

全
国
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
も
一
層
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま

す。

当
町
消
防
団
の
出
初
式
が
去
る
1
月

第110号(3) 

7
8
、
お
り
か
ら
の
寒
風
を
つ
い
で
役

場
下
海
岸
で
勇
壮
に
展
開
さ
れ
、
団
員

の
士
気
の
高
揚
と
住
民
に
対
す
る
防
火

思
想
の
普
及
と
い
う
実
施
目
的
を
充
分

に
来
た
し
ま
し
た
。

こ
の
目
、
谷
間
部
土
口
蔵
団
長
以
下

m

名
の
精
鋭
は
初
の
試
み
で
あ
る
「
中
継

体
形
」

(
3
台
の
消
防
車
に

9
本
の
ホ

ー
ス
を
継
ぎ
放
水
す
る
)
方
式
を
披
露

し
、
満
場
の
喝
采
を
浴
ぴ
ま
し
た
。
寒

気
も
一
段
と
増
す
今
日
こ
の
頃
、
前
町
民

の
皆
き
ん
も
火
の
元
に
は
充
分
気
を
つ

け
て
、
町
か
ら
火
災
を
な
く
し
ま
し
ょ

、つノ

よ

冬
の
力
ゼ
対
策

O

カ
ゼ
の
予
防
の
一
一
一
原
則

ふ
だ
ん
か
ら
①
休
養
(
過
労
、
睡
眼

不
足
を
さ
け
る
)
②
十
分
な
栄
養

③
規
則
正
し
い
生
活
を
心
が
け
、
い
つ

も
心
身
を
健
康
状
態
に
保
つ
こ
と
が
肝

心
で
す
。
ま
た
乾
布
ま
さ
つ
な
ど
を
励

行
し
薄
着
の
習
慣
を
つ
け
て
、
カ
ゼ
の

誘
因
と
な
る
寒
さ
へ
の
抵
抗
力
を
つ
け

る
も
大
切
で
す
。
カ
ゼ
に
限
ら
ず
、
ど

ん
な
病
気
で
も
そ
う
で
す
が
、
ふ
だ
ん

か
ら
基
礎
的
な
体
力
や
、
病
気
に
対
す

る
抵
抗
力
を
十
分
つ
け
て
、
病
原
体
に

負
け
な
い
体
力
づ
く
り
を
し
て
お
け
ば
、

カ
ゼ
は
ひ
か
な
い
し
、
も
し
ひ
い
て
も

軽
く
す
み
ま
す
。

O
カ
ゼ
に
強
く
な
る
た
べ
も
の

ビ
タ
ミ
ン

A
、
カ
ゼ
を
し
め
出
す
の

に
一
番
強
い
栄
養
素
。

A
は
、
ほ
う
れ
ん
草
、
ピ
ー
マ
ン
な
ど

の
青
い
野
菜
、
そ
の
他
レ
パ

l
、
卵
、

牛
乳
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
類
は
皮
膚
を
丈
夫
に
し
ま
す

の
で
冬
は
み
か
ん
を
多
く
た
べ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
た
ん
ぱ
く
質
に

含
ま
れ
て
い
る
ア
ミ
ノ
酸
は
、
寒
冷
に

対
す
る
体
の
抵
抗
力
を
高
め
る
の
で
、

良
質
の
た
ん
ぱ
く
質
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

一一一七

鍋
料
理
は
、
何
に
よ
り
も
良
質
の
た
ん

ぱ
く
質
が
と
れ
る
の
で
最
適
で
す
。

O
カ
ゼ
治
療
の
一
一
一
原
則

カ
ゼ
を
ひ
い
て
し
ま
っ
た
ら
、
次
の

三
原
則
を
ふ
寸
り
ま
し
ょ
う
。

①
安
静
②
保
温
③
消
化
の
よ
い

食
物
、
カ
ゼ
は
ひ
き
は
じ
め
が
肝
心
、

カ
ゼ
に
や
ら
れ
た
な
と
怠
っ
た
と
き
は

何
に
を
さ
て
お
い
て
も
、
消
化
の
よ
い

緩
か
い
も
の
を
た
べ
て
、
体
を
暖
か
く

し
て
安
静
に
し
て
い
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
も
し
カ
ゼ
が
一
三
目
だ
っ
て
も
軽
く

な
ら
な
い
と
か
、
ど
う
し
て
も
こ
じ
ら

せ
た
ら
し
い
と
思
っ
た
と
き
、
ま
た
、

い
つ
も
の
カ
ゼ
と
は
少
し
ち
が
う
と
思

う
場
合
は
、
医
師
の
診
察
を
う
け
ま
し

トふ、「ノ。。
ヵ
ゼ
を
ひ
い
た
と
き
の
食
べ
も
の

①
カ
ゼ
の
ひ
き
は
じ
め

あ
つ
い
う
ど
ん
、
あ
つ
い
み
そ
汁

媛
か
い
牛
乳
、
タ
マ
ゴ
酒
、
ネ
ギ

ミ
ソ
(
茶
わ
ん
に
ミ
ソ
、
き
ざ
み
ネ

ギ
を
入
れ
熱
湯
を
注
い
だ
も
の
)

②
熱
が
あ
る
と
き

胃
腸
の
働
き
が
に
ぶ
っ
て
い
る
の
で
、

脂
身
の
少
な
い
肉
や
魚
な
ど
の
消
化
吸

収
の
よ
い
も
の
を
た
べ
る
。
そ
の
他
ビ

タ
ミ
ン
類
も
十
分
に
と
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
発
熱
し
て
い
る
と
き
は
多

量
の
汗
を
か
き
ま
す
の
で
、
汗
が
山
山
た

あ
と
は
、
水
分
を
十
分
に
と
り
ま
し
ょ

i

i
昭
和
田
年
度
成
人
式
|
|

去
る
1
月
日
目
、
新
春
恒
例
の
成
人

式
が
磯
浜
小
学
校
体
育
館
で
盛
大
に
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
、
当
町
で
は
三
七
五
名
(
男
二

O
四
名
・
女
一
七
一
名
)
の
方
々
が
新

成
人
と
し
て
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま

し
た
。式

典
は
厳
し
ゆ
く
の
う
ち
に
整
然
と

進
行
し
、
竹
内
町
長
か
ら
は
「
こ
の
初
年

間
、
皆
さ
ん
を
育
て
て
く
れ
た
御
肉
親

や
社
会
の
人
々
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら

は
1
人
の
社
会
人
と
し
て
自
覚
と
素
任

を
持
っ
て
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
下
さ

い
。
」
と
の
祝
福
と
激
励
の
挨
拶
が
あ

り
、
成
人
証
書
と
記
念
品
を
手
に
し
た

新
成
人
の
皆
さ
ん
は
式
終
了
後
、
参
列

し
た
中
学
時
代
の
恩
師
を
交
え
、
そ
れ

ぞ
れ
旧
交
を
温
め
て
い
ま
し
た
。

ぅ
。
水
分
不
足
は
体
力
が
消
耗
し
て
カ

ゼ
の
回
復
を
長
び
か
せ
ま
す
。

O
カ
ゼ
グ
ス
リ
の
正
し
い
用
い
方

①
カ
ゼ
グ
ス
リ
は
、
カ
ゼ
そ
の
も
の
を

な
お
さ
な
い
。
カ
ゼ
を
な
お
す
体
の
カ

を
側
面
的
に
助
け
る
働
き
を
す
る
も
の

で
す
。

②
ピ
リ
ン
系
の
ク
ス
リ
は
、
ア
レ
ル
ギ

ー
体
質
の
人
に
は
危
険
な
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
必
ず
お
医
者
さ
ん
に
ア
レ

ル
ギ
ー
体
質
で
あ
る
こ
と
を
話
し
て
下

さ
い
。
ま
た
、
他
の
ク
ス
リ
を
服
用
し

て
い
る
と
き
も
同
じ
で
す
。
カ
ゼ
グ
ス

リ
と
他
の
ク
ス
リ
を
同
時
に
服
用
す
る

と
、
思
わ
ぬ
副
作
用
が
あ
り
非
常
に
危

険
で
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
て
下
さ

③
用
法
、
用
量
は
き
め
ら
れ
た
通
り
に

守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

固
定
資
産
税
第
四
期
の

納
期
限
は

(
2
月
郡
日
迄
〉
で
す

還
付
を
受
け
る
申
告
は
お
早
め
に

所
得
税
の
確
定
申

告
は
、
一
一
月
十
六
日

か
ら
三
月
十
六
日
ま

で
で
す
が
、
税
金
の

還
付
を
受
け
る
た
め

の
申
告
は
、
一
一
月
十
六
日
前
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
必
要
な
領
収
証
や
証

明
書
な
ど
を
付
け
て
、
お
早
め
に
申
告

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

還
付
申
告
を
受
け
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

で
、
一
定
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
人
の

た
め
に
、
還
付
申
告
用
の
簡
易
な
申
告

書
が
税
務
署
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
水
戸
税
務
署
・

税
務
相
談
室
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

一一家騒での防災一一一
家庭では何をしたらいいのだろう。

@火告使う部屋を火から守る

(台所・浴室などについての紡災の計画主)

調理の火・風呂の火・ストーブの火などなど一

日色々な火が家の中では使われています。そんな

火にいつもきらされている部震は、できるだけ火

がつきにくいようにしておかなくてはなりません。

ガ ー ド は 堅 し

火災にそなえて・ーー・

0台所・浴室一一一天井・内壁・床はモノレタノレ、

しっくい・お綿スレートなど不燃材料もしく

は木毛セメント・石こうボードなど準不燃材

料仕上げにする。

0 居間 カーテン・じゅうたん・座布団類な

どは防炎物品を使う。

地震にそなえて

0家具調度品・械の上のガラス製品は押きえを

入る工夫をする。

Oボイラー・風呂がま・ストーブなどは、対露安

全装置付のものにする。

。家族そろって

防災の話し合い
火災・地震はたしかに恐しいもの。でも、日頃

から関心をもち、しっかり心構えをしておけば、

必要以上にピクビクすることはありません。その

ために、家族問らんのひととき、顔ぶれがそろっ

たところで r我が家の防災計画J を話し合ってお

くことが大切です。ただし、一回だけでおしまい

一一ーではなく、定期的に行いましょう。

@“伎みなれた家"を診断する

(建築物についての防災の計画)

火災にそなえて・

0軒裏・外援をモノレタノレ仕上げなどの防火構造

にする。(木造建物)

0 カラス窓・ガラス戸・網入りまたは線入りの

ガラス戸にする。

o雨戸が金属室長などの紡火戸にする。

o}l量綬は瓦・金属板などの不燃材でつくる。

地草壁にそなえて

0柱・桁・土台などにカスガイを入れる。

0老朽化した土台・柱は新しいものに取りかえる。
あなたです.火事を出すのも防ぐのも

昨
年
日
月
お
日
、
東
京
・
渋
谷
の

N

H
K
ホ
l
ル
で
、
皇
太
子
ご
夫
婦
御
臨

席
の
も
と
に
「
商
工
会
法
施
行
却
周
年

記
念
式
典
と
商
工
会
会
盟
大
会
」
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
席
上
、
当

町
腐
工
会
青
年
部
(
今
関
忠
之
部
長
、

部
員
川
崎
名
)
が
優
良
商
工
会
青
年
部
と

し
て
全
国
痛
工
会
連
合
会
長
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

地
域
社
会
の
重
要
性
が
強
く
認
識
さ

れ
、
そ
の
健
全
な
発
展
が
望
ま
れ
て
い

る
現
在
、
特
色
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り

に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
、
当
青

年
部
で
は
積
極
的
に
各
種
行
事
と
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
二

つ
を
御
紹
介
し
ま
す
と
、
先
、
つ
「
荒
磯

会
」
の
結
成
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

八
日
に
は
、
諸
生
党
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
落
政
府
よ
り
武
器
を
支
給
さ
れ
、

自
衛
団
を
組
織
し
て
い
た
農
兵
の
「
鯉
糊
(
内
原
町
)
勢
、
夏
海
よ
り
寄
来
り
、

磯
御
台
端
(
場
)
に
て
肪
戦
」
と
、
戦
間
が
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
後
藤
兵
司
は
、

宍
戸
郷
土
村
沢
彦
衛
門
な
ど
三
人
を
鉄
砲
で
打
取
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
武
士

ど
う
し
の
戦
い
で
は
な
く
、
そ
れ
に
利
用
さ
れ
た
農
民
の
対
決
で
あ
り
、
に
く

し
み
も
な
い
者
ど
う
し
の
生
死
の
対
決
で
、
あ
わ
れ
と
し
か
表
現
し
よ
う
の
な

い
流
血
事
件
で
あ
っ
た
。

磯

浜

戦

争

磯
浜
で
の
戦
闘
が
激
化
し
た
た
め
、
武
田
勢
が
湊
か
ら
南
下
し
、
対
戦
能
力

を
強
化
し
た
た
め
、
追
討
議
の
攻
撃
は
一
時
弱
ま
っ
た
。

こ
れ
を
利
用
し
た
天
狗
党
集
団
の
磯
浜
勢
は
、
九
日
に
溜
沼
川
を
渡
っ
て
島

田
・
塩
ヶ
崎
に
あ
っ
た
包
囲
障
の
一
部
を
攻
め
た
。
潮
来
郷
校
勢
は
、
十
二
日

に
祝
町
に
移
り
、
十
三
日
に
は
塩
ヶ
崎
や
島
田
明
神
山
に
出
撃
し
、
食
料
を
徴

発
し
、
発
砲
し
た
が
、
反
撃
も
は
げ
し
く
あ
っ
て
双
方
に
討
死
者
が
出
た
。

十
五
日
は
、
向
性
一
ご
ろ
よ
り
大
雨
と
な
っ
た
た
め
、
行
動
が
制
限
さ
れ
戦
闘
は

な
か
っ
た
。
両
陣
と
も
、
窓
を
見
上
げ
て
は
、
連
日
の
激
戦
の
話
し
に
無
中
だ

っ
た
ら
し
い
。
な
か
に
は
、
友
人
や
親
兄
弟
を
失
っ
た
悲
し
み
と
、
明
日
の
運

命
を
考
、
ぇ
、
静
か
に
過
す
者
も
い
た
だ
ろ
う
。

'
十
六
日
に
は
潮
来
郷
校
勢
三
百
余
人
が
、
祝
町
の
障
か
ら
磯
浜
を
通
っ
て
大

賞
に
出
撃
し
、
白
兵
戦
を
展
開
し
た
。

十
七
日
、
磯
浜
沖
の
幕
府
の
蒸
気
船
よ
り
天
狗
の
陣
中
に
砲
撃
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
大
内
吉
五
郎
や
高
根
村
(
桂
村
)
の
大
山
寺
住
職
が
、
小
舟
で
反
撃
に

出
て
い
っ
た
が
、
戦
死
し
た
の
か
戻
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
間
、
幕
府
が
動
員
し
た
諸
藩
の
兵
が
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
参
集
し
、
夏
海
か

ら
大
賞
に
か
け
て
も
、
茶
屋
山
に
高
崎
務
八
百
余
人
、
海
岸
に
棚
倉
藩
千
百
余

人
、
富
士
山
に
佐
倉
藩
千
五
百
余
人
が
布
絡
し
た
。

十
八
日
、
「
夏
海
辺
の
兵
、
大
賞
殿
山
(
富
士
山
カ
)
へ
出
陣
、
磯
浜
の
兵

防
戦
勝
利
。
由
一
岡
田
辺
の
兵
、
川
向
ヨ
リ
砲
戦
。
林
五
郎
三
郎
戦
死
」
。
林
は
潮

来
郷
校
の
隊
長
で
、
こ
の
日
も
検
を
使
つ
て
の
白
兵
戦
を
展
開
し
て
い
た
が
、

鉄
砲
に
よ
る
貫
通
弾
を
受
け
て
陣
中
に
没
し
た
と
い
う
。

十
九
日
、
「
夏
海
辺
の
兵
大
賞
ニ
攻
入
放
火
」
「
五
回
兵
防
戦
大
勝
利
」
と
あ
る
。

佐
倉
勢
が
南
風
を
利
用
し
て
大
貢
献
問
屋
に
火
を
付
け
、
天
狗
党
の
行
動
を
阻
止

し
よ
う
と
し
た
が
、
風
向
き
が
変
わ
っ
て
自
分
の
陣
屋
に
延
焼
し
た
の
だ
と
い

、つノ
一
一
目
、
「
夜
、
磯
浜
よ
り
大
寅
藤
山
江
夜
打
大
勝
利
」
「
概
念
、
佐
倉
両

方
よ
り
百
人
余
も
打
取
大
勝
利
」
と
あ
る
。
こ
の
急
襲
は
、
佐
倉
落
堀
回
相
模

守
が
本
陣
と
し
て
い
た
大
賞
西
光
院
に
乱
入
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
だ

った。こ
の
よ
う
に
、
こ
の
時
点
ま
で
は
天
狗
党
が
有
利
に
戦
闘
を
展
開
し
て
い
た

よ
う
に
-
記
述
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
二
十
二
日
に
な
る
と
、
天
狗
党
の
夜

撃
の
し
か
え
し
に
と
、
「
大
賞
辺
の
兵
、
磯
浜
へ
攻
入
、
放
火
」
「
我
兵
祝
釘
へ

引
取
」
と
立
場
が
逆
転
す
る
。
天
狗
党
は
、
磯
浜
町
屋
の
火
災
と
い
う
火
攻
め

に
あ
っ
て
抗
戦
で
き
ず
に
、
祝
町
に
撤
退
し
、
追
討
軍
は
大
洗
磯
前
神
社
境
内

に
布
陣
を
進
め
た
。
な
お
、
「
同
夜
祝
町
放
火
」
が
あ
っ
て
、
天
狗
党
は
防
御

施
設
を
失
い
、
つ
い
に
湊
に
退
去
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
天
狗
党
の
支
配
地

は
湊
だ
け
に
な
っ
た
。
そ
れ
も
幕
府
軍
が
、
小
泉
・
柳
沢
・
部
田
野
そ
し
て
平

磯
な
ど
湊
の
周
辺
に
布
陣
し
て
砲
火
を
加
え
て
い
た
の
で
、
安
全
な
も
の
で
は

な
か
っ
た
。

江

忠

Bg 

原

大
洗
町
史
編
き
ん
委
員
長



(4) 

「鱒きながら学べる茨城大学工業短期大学部」

学生募集について

第110号

j会費 一寸
⑧1年間大人600円⑧中学生以下300円

ヨ再開 i 
毎年4月 1日から翌年3丹31日まで
(途中加入の場合は串込みの翌日から 3月31日まで)

[万一の持、お支払い見舞金は

死 亡 :100万円
最高傷害 :25万円

身障見舞金 :30万円

弘、

関
畏
金
融
公
庫
か
ら
の
お
知
ら
せ

寸
簡
の
進
学
自

i
ン
の
ご
案
内
L

らあお謀容昭和56年2月 1日

O
利
率
年
八
・
八
%

O

返
済
方

法
毎
月
一
冗
利
均
等
返
済
(
ボ
ー
ナ

ス
月
増
額
返
済
併
用
も
可
)

O
取
扱

期
間
五
十
六
年
一
月
1
四
月

〈
申
込
受
付
〉

一T
制
水
戸
市
南
町
三
丁
目
三
番
五

十
五
号
国
民
金
融
公
庫
水
戸
支
庖

進
学
ロ

i
ン

係

制
C
N
U
N
-
N
H

コω叶

又
は
最
寄
の
金
融
機
関
で
。

茨城大学工業短期大学部では、次の要領で日百和56年 度 の 学生

を募集しています。

骨募集人員

機械工学科・電気工学科・電子工学科・工業化学科の各科

でそれぞれ40名
噛出願資格

0高等学校を卒業した方又は昭和56年 3月卒業見込みの方

0 大学入学資柊検定試験に合格した方

骨選抜方法

学力検査(数学 I・数学IIA) .00接・調査書及び健康診

断を総合して行います。

申願書受付

昭 和56年 2月25巳(水)から 3月 38 (火)まで

骨言式験臼

昭 和56年 3月 88 (臼)

骨編入学・聴講生の制度があります

なお、詳しいことをお知りになりたい方{立、下記のとこ

ろへあ、「百号ぃ合せ下さい。

〒316茨城県 B立市中成沢田T4γ 自12番 1号

茨城大学工業短期大学部 入試係

電話目立0294(37) 0 2 6 6 

豊かさと活力のある新しい大洗農業をめざして

農業者みずからが拓く途

標準小作料の額が、

改訂になりました。

統制小作料が昨年の9月30日
てや廃止になりました

これは昭和初 年に農地 法の一部 改正によ り廃止 された もので、 同年

10月 1 日以降、契約の小作料の額は、貸し手、借り手双方の話し合い

で決められることになりましたが、これ以前に契約され た小作地につ

いては、 「 小作 農の 経営 に急 激な 変化 を与 えな い よう に」 と の配 慮 か

ら、向う 10年間小作料の最高統帯1Iが継続されることになっていました。

その10年間の却j践が昨年 9月30日 までという ことで 、この臼を もっ

て小作料 の最高額 統制jは完全に廃止になりました。

今年からの小 作料は、 農業委員 会で決め た標準 小作料 を参考に 貸し

手、借り手のI両当事者で話し合って寸、作料を決めて下さい。

*その他 、 詳 細 に つ い て は 大 ， 先 町 農 業 委 員 会事務局までお問い合せ下

さし、。

回

土田

標準小作料は 、貸し手ー 借り手 が話

し合いで決める小作料額の参考となる

もので農業委員会が決めるものです。

この標準小作料は、 3年ことに見直し

をすることになっており、昨年の12月

の農業委員会総会で昭和56年以 降の標

準小作料が次のように改訂されました。

消火器の押し売りに

気をつけよう。

消妨幸喜員によく似た服装のセーノレス 7 ンから、

「高い消火器を押し売りされた Jとし寸苦情がよく

あり ま す。皆 さ ん十分 に 注意し ましょ う。消 防箸

では 、 消 火 器を販売す る よ うな事lましませんので、

不審な点がありましたら消防署 (6-1119)

まで連絡をしてください。

大洗町消防本部

(電話 6-111 9 )

消
防
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い

服
装
・
こ
と
ば
使
い
を
す
る
。

{25Rまでのもの 60円
25 g を超え 50g までのもの ........70円
50 g までのもの'. ョーーー ・ ーーー 120円
50 g を超え 100g までのもの ..170円
100 gを超え250gまでのもの・ 240円
250認を超え500g までのもの・ 350円
500 gを超え 1kgまでのもの句会守 700円
1 kgを超え 4kgまでのもの

lkg(lkgに;前たない端数
は、切り上げる)ごとに・ ー700fIJ

ーーー"501斗
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郵便料金改定のお知らせ

昭和56年 1月20日から次のとおり

郵便料金が改定になりました。

Jf3 

昭
和
五
十
六
年
一
月
か
ら
、
国
民
金

融
公
庫
の
進
学
資
金
貸
付
の
取
扱
い

が
、
開
始
さ
れ
ま
す
。
条
件
等
は
次

の
と
お
り
で
す
。

。
利
用
で
き
る
方
高
校
・
大
学
等

に
、
進
学
さ
れ
る
方
の
父
兄
。
(
所
得

制
限
あ
り
)

O
融
資
額
一
世
帯
あ

た
り
五
十
万
円
以
内

O
融
資
期
間

高
校
三
年
以
内
。
大
学
四
年
以
内
。

料

(30fIl) 40同
(60円 ) 80円
(30円) 40円

注 ( )内は、昭和56年 3月 31日までの慌に適用す
る料金です。

主主改類

主主 Jf3 外

常
復
包

郵便番街
市内持軍1)

主主 形

この事業は(地域農政特別対策事業)

農業をめぐる厳しい環境のなかで農業の発展を図るために、みんなで話し合っ

てこれからの農業の方向づけをする事業です。(この事業は次の 3つの事業とな

っております)

1 地域機紋総合推進事業

各地区の推進委員さんを中心に地区ごとに農業者自らの創意工夫と熱意を結集

して、話し合いの結果をとりまとめこれからの推進方策をつくります。

(話し合う課題の主な参考WU)
①農業生涯の担い手の育成。自立志向農家、農業後継者、金融助成制度等。

②農業生産碁盤と生産環境O農業生産基盤の主主備、優良農用地の舷{果、農道の主去

の室主備について 備、農業用水の確保、生活環境の整備、流通機構の

整備等。 I

③農業経営の合理化。農業技術の向上、複合経営、生産手段の共河利用、

事産の振興、農業団体育成等。

④生活の安定向上。価格安定保障制度、出荷体市IJの擁立ぇ兼業農家の雇

用安定等。

2 幾用地利用銀行(農用地高度利用促進事業)

町が、農家の皆さんの間に入って農地を貸したい人、{昔リたい人の:志向を尊重

して農地の貸し借りを行う事業です。

①ニの事業の特徴は・

*貸しでも契約期間がくれば確実に返してもらえる。

*離作料を払うことがない。

ネ農地法の許可がいらない。

*手続が簡単で地区の推進委員さんに(町に直接)申出るだけですみます。

①奨励金がでますー

*貸借期限が 3年以上 6年未満の場合}

10アル(1反歩)当り 10，000円 i 
}田畑に祷係ありません。

*貸借期間が 6年以上の場合 ・ 1 
10アール(1反歩)当り 20，000円 j 

※ 1回限りですが、小作料とは別に奨励金がでます。

① 対 象 区 域 一 一

*大洗町区域内農地(原則として市街化区域は除く)

①このような農家の皆さんはぜひ利用して下さし、。

*兼業農家で農機具もなく、手不足で賃手間にたよっている方。

*無届けで小作契約(ヤミ小作)をされている方や、全耕地相対で請負耕作さ

れている方。

*既に個人間てい貸借をされている農地もこの事業に切替えられます。

3.整備事業

推進事業によって地区段階でみんなで話し合って積み上げられた推進方策の達

成を図るために繋備事業を行います。

(事業の壬な参考例)

①小規模土地基盤整備事業

②機械施設整備事業

農用池利用増進事業をスムーズに推進するために、共河利用農機具及び格納

総設などにも補助金がもらえます。

③営農集団活動促進事業

規模拡大農家等が参加する研修会、機械利用集罰育成、体験発表会や視察、

共進会なとーに助成されます。

@お開会せは農林水産諜へ(電話 7-5111内線41) 火事を出すのも防ぐのも。あなたです。
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フ

傷テ日

風ア咳

手重
混
メ己、
口

2

/
お

生
後

μ
力
月
l
M叩
ヵ
月
未
満
の
者

2

/
幻

し

ん

生
後
一
才
六
ヵ
月
1
6
才
未
満
の
者

(
由
申
込
制
)

麻
冬
に
多
い
赤
ち
ゃ
ん
の
病
気

そ
れ
は
「
か
ぜ
」
で
す

子
供
の
病
気
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
実
、
ぃ
季
節
に
多
い
病
気
は
、
な
ん
と
い
っ

て
も

η
か
ぜ
ひ
き
。
で
し
ょ
う
。
実
、
ぃ
冬
に
な
る
と
、
小
児
科
の
待
合
室
は
「
か
ぜ
を

ひ
い
た
」
「
か
ぜ
を
ひ
き
そ
う
だ
」
「
か
ぜ
が
な
か
な
か
治
ら
な
い
。
鼻
水
や
せ
き
が
出
っ

ぱ
な
し
」
「
一
度
治
っ
た
か
ぜ
が
、
ぶ
り
返
し
た
」
な
ど
グ
か
ぜ
ひ
き
。
の
子
供
で
い
っ
ぱ

い
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら
診
寂
盃
9
る
子
供
の
ほ
と
ん
ど
が

H

か
ぜ
ひ
き
H

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
い
え
る
よ
う
で
す
。
そ
の
か
ぜ
と
い
わ
れ
る
も
の
は
、

次
の
二
つ
に
分
け
て
考
え
る
と
理
解
し
や
す
い
よ
う
で
す
。

そ
の
一
つ
は
、
う
つ
ら
な
い
か
ぜ
(
寒
富
一
)
、
も
う
一
つ
は
、
う
つ
る
か
ぜ
(
感
回
国
)
で

す
。
軽
い
せ
き
を
す
る
。
く
し
ゃ
み
や
鼻
水
が
出
る
。
し
か
し
熱
も
な
く
、
食
欲
も
あ

り
、
元
気
も
あ
る
。
こ
ん
な
か
ぜ
の
型
が
、
う
つ
ら
な
い
か
ぜ
(
寒
国
国
)
と
い
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
寒
い
風
に
あ
た
っ
た
り
、
気
混
が
下
が
っ
た
り
、
汗
を
か
い
た
り
し
た
と

き
な
ど
に
多
く
み
ら
れ
、
実
、
き
に
対
す
る
体
の
反
応
の
一
っ
と
考
え
れ
ば
い
い
で
し
ょ

う
。
ふ
だ
ん
見
ら
れ
る
か
ぜ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
こ
の
寒
霞
で
す
。
ま
た
、
こ
の
索
、
開
聞
は
、

親
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
か
ぜ
と
い
え
る
箇
も
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
く
し
ゃ

み
を
す
る
、
せ
き
を
す
る
な
ど
の
ち
ょ
っ
と
し
た
症
状
は
、
必
ら
ず
し
も
か
ぜ
の
と
き

に
出
る
と
は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。
の
ど
の
鼻
水
や
唾
液
が
ま
わ
る
と
か
、
鼻
に
冷
た
い
空

気
が
入
っ
た
か
な
ど
の
と
き
に
、
借
間
単
に
出
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
を
「
か
ぜ

を
ひ
い
た
」
と
き
め
て
か
か
る
お
母
き
ん
が
多
い
の
は
事
実
で
す
。
つ
ま
り
お
母
さ
ん

の
考
え
方
一
つ
で
、
か
ぜ
に
な
っ
た
り
、
な
ら
な
か
っ
た
り
す
る
わ
け
で
す
。

う
つ
ら
な
い
か
ぜ
(
寒
園
田
)
は
、
か
ぜ
の
症
状
が
よ
ほ
ど
ひ
ど
く
な
ら
な
い
か
ぎ
り
、

暖
か
く
し
て
お
く
く
ら
い
で
、
と
く
に
こ
れ
と
い
っ
た
治
療
を
す
る
こ
と
は
い
ら
な
い

で
し
ょ
、
7
。

次
号
は
ひ
き
つ
づ
き
、
う
つ
る
か
ぜ
(
威
信
回
)
に
つ
い
て
連
載
い
た
し
ま
す
。


